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　　　小学生の作品　　　　えがおはね　みんなをげんきにするまほう　市民人権標語 　小学生の作品　　　いじめるな　心のいたみ　気付こうよ

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
動
向

　

平
成
25
年
末
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利

用
者
数
は
、
前
年
よ
り
３
９
２
万
人
増

え
、
１
億
４
４
万
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
情
報
端
末
別
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
利
用
状
況
を
み
る
と
、
パ
ソ
コ

ン
以
外
で
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
利
用

が
42
・
８
％
に
上
り
、
急
速
に
利
用
が

進
ん
で
い
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
人
権
侵
害

　

そ
の
一
方
で
有
害
サ
イ
ト
と
呼
ば
れ

る
、
暴
力
、
犯
罪
、
出
会
い
系
、
自
殺
、

ド
ラ
ッ
グ
、
差
別
、
偏
見
な
ど
の
反
社

会
的
な
サ
イ
ト
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

法
務
省
の
人
権
擁
護
機
関
で
は
、
人

権
侵
犯
事
件
調
査
処
理
規
程
に
基
づ

き
、
人
権
侵
害
を
受
け
た
人
か
ら
の
申

告
等
を
も
と
に
、
人
権
侵
害
に
よ
る
被

害
の
救
済
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
25
年
中
に
救
済
手
続
き
を
開

始
し
た
人
権
侵
犯
事
件
は
、
前
年
の

６
７
１
件
を
上
回
る
９
５
７
件
に
上

り
、
こ
の
う
ち
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害

事
案
が
６
０
０
件
、
名
誉
毀
損
事
案
が

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
「
い
つ
で
も
、

ど
こ
で
も
、
誰
で
も
」
簡
単
に
つ
な
が

り
、
日
常
生
活
の
隅
々
ま
で
浸
透
し
て

い
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
便
性
は
、
私

た
ち
の
生
活
全
般
に
活
か
さ
れ
て
お

り
、
若
年
層
を
中
心
に
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
※
）

な
ど
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
が
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
輪
を
広
げ
る
便

利
な
ツ
ー
ル
と
し
て
、
爆
発
的
に
普
及

し
て
い
ま
す
。

インターネット
と
人権

※
Ｓ
Ｎ
Ｓ
と
は
？

　

ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ

サ
ー
ビ
ス
。
登
録
さ
れ
た
利
用
者
同
士

が
交
流
で
き
る
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
の
会
員

制
サ
ー
ビ
ス
の
こ
と
。

３
４
２
件
と
な
っ
て
お
り
、
両
事
案
が

大
半
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
、
誰
で
も
簡
単

に
情
報
発
信
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の

情
報
伝
達
力
に
よ
っ
て
、
多
く
の
人
の

意
見
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
知
識
を
共

有
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
た
だ
し
、

発
信
し
た
情
報
が
事
実
と
異
な
っ
て
い

た
と
し
て
も
、
た
ち
ま
ち
広
が
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
複
製
も
簡
単
で
、
そ
の
情

報
を
完
全
に
削
除
す
る
こ
と
は
容
易
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
名
前
や
顔
を

知
ら
れ
る
こ
と
な
く
情
報
発
信
す
る
こ

と
が
で
き
る
た
め
、
匿
名
性
を
悪
用
し

た
人
権
侵
害
が
あ
と
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

相
手
の
人
権
を
尊
重
し
よ
う

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
快
適
に
利
用
す

る
た
め
に
は
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の

心
が
け
が
大
切
で
す
。「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
は
一
つ
の
社
会
で
あ
る
。
」
と
い
う

こ
と
を
認
識
し
て
、
そ
の
社
会
の
一
員

と
し
て
、
自
覚
と
責
任
を
持
つ
こ
と
が

必
要
で
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
と
き

は
、
直
接
、
人
と
接
す
る
と
き
と
同
じ

よ
う
に
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
守
り
、
相

手
の
人
権
を
尊
重
す
る
こ
と
が
大
事
で

す
。
相
手
の
顔
は
見
え
な
く
て
も
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
先
に
は
心
を
も
つ
生

身
の
人
間
が
い
る
と
い
う
こ
と
を
忘
れ

ず
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
ま

し
ょ
う
。

インターネット利用端末の種類（平成25年末）

（総務省「平成 25 年通信利用動向調査」より）

｢たけはら男女共同参画社会づくり講座｣ に参加しよう！
　平成 16 年に、市民と行政が手を携えながら「女性も男性もイキイキと暮らせる社会づくり」を目指

すため「たけはら男女共同参画社会づくり実行委員会」を立ち上げました。

　実行委員会では、男女が新しい生き方を追求し、あらゆる生活領域において自立していくための連続

講座を毎年開催しており、今年で 11 回目を迎えます。

　今年度は、１月～３月にかけて「子ども・女性・介護」など様々なテーマで学習を深めます。

　ぜひ、ご参加ください。

※日程等の詳細については、行事予定表（17 ページ、19 ページ）を参照してください。

問い合わせ・申し込み

たけはら男女共同参画社会づくり実行委員会（人権推進室内　☎ 22-7736）


